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2005 年度春季合宿研究会の一環として、3 月 16 日（水）夕方、専修大学社会科学研究所有
志と北京日本学研究中心社会経済研究室との合同研究会が開催され、専大社研からは吉田雅明
所員(経済学部)はじめ金子洋之所員（文学部）、嶋根克己所員（文学部）の三人が登壇し、また
北京日本学研究中心からは修士課程二年生 4 人が報告を行った。 
 北京日本学研究中心は北京外国語大学キャンパス内に開学する大学院大学である。1972 年の
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－ 3 － 
申し出があり、北京日本学研究中心側と協議の結果、これがテーマに採択された。吉田所員ら
は 2003 年 3 月、専大社研社会科学研究叢書『複雑系社会理論の新地平』（専修大学出版局）を
上梓しており、その執筆陣の中から、吉田所員が進化経済学の領域から、金子所員が哲学の領
域から、嶋根所員が社会学の領域から報告を行った。 




























－ 4 － 
の学生・院生にとってとても刺激的な研究会になったと聞いている。その模様は『ニュース専
修』に掲載され、中国・北京の北京日本学研究中心にもその記事は届けられ、資料室に配架さ
れた。 
